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徳
島
県
告
示
第
三
十
一
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

「
ａ
ｗ
ａ

ア
ワ
ー

ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
基
本
設
計
業
務

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
未
来
創
生
文
化
部
文
化
・
未
来
創
造
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
一
月
十
七
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

熊
谷
・
石
上
純
也
・
Ｉ
Ａ
Ｏ
竹
田
・
ア
ク
ト
環
境
・
ピ
ー
エ
ス
三
菱
・
野
村
建
設

拡
大
共
同
企
業

体
香
川
県
高
松
市
木
太
町
三
〇
二
七
番
地
一

五

契
約
金
額

二
億
三
千
八
百
万
四
百
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

六
号



徳
島
県
告
示
第
三
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

調
達
物
品
等
の
名
称
及
び
予
定
数
量

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
で
使
用
す
る
電
気

調
達
期
間
に
お
け
る
予
定
使
用
電
力
量
の
合
計

四
、
三
五
五
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

契
約
電
力

一
、
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト

２

調
達
物
品
等
の
特
質
等

仕
様
書
に
よ
る
。

３

調
達
期
間

令
和
四
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
三
十
日
ま
で

４

需
要
場
所

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
入
札
に
参
加
す

る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

５

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
、
民
事

再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又
は
破
産
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で

あ
る
こ
と
。

６

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
た
者
で
あ
る

こ
と
。

７

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事

業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

８

電
源
構
成
及
び
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
の
情
報
開
示
、
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
、
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
に
関
し
、
入
札
説
明
書
等
に
掲
げ
る
条
件
を
満
た



す
者
で
あ
る
こ
と
。

９

調
達
開
始
日
か
ら
供
給
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

三

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
手
続
に
関
す
る
事
項

１

二
の
２
の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
者
で
、
こ
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
も
の
は
、
徳
島
県
知

事
が
定
め
る
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
以
下
「
申
請
書
」
と
い

う
。
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ
る
提
出
場

（一）

（二）

所
へ
提
出
し
、
入
札
参
加
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
同
期
限
ま
で
に
申
請
を

行
っ
た
場
合
で
も
、
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
入
札
公
告
に
係
る
入
札
参
加
資
格
が

与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

２

申
請
書
の
受
領
期
限
及
び
提
出
場
所

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
二
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
管
財
課
調
度
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
〇
六
六
）

四

入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
説
明
書
等
及
び
契
約
条
項
に
つ

い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
六
八
―
一
一
一
一
）

五

入
札
説
明
書
等
の
交
付
の
期
間
及
び
方
法

１

期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
月
曜
日
（
月

曜
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
に

当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

２

方
法

無
料
で
配
布
す
る
。

六

事
前
に
提
出
す
る
書
類
の
提
出
方
法
等

１

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

を
受
け
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
３
に
掲
げ
る
提
出
場
所
に
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場

合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
提
出
期
間
内
に
必
着
の
こ
と
。
）
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
。

入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書

（一）

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
等
適
合
証
明
書

（二）

電
気
事
業
法
第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
小
売
電
気
事
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証

（三）
明
す
る
書
類
の
写
し

２

提
出
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

３

提
出
場
所

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
〇
七
〇



徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
担
当

４

提
出
部
数

一
部
と
す
る
。

七

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

日
時

（一）

令
和
四
年
三
月
四
日
（
金
曜
日
）
午
後
二
時

場
所

（二）

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
三
階
会
議
室

郵
送
（
書
留
郵
便
に
限
る
。
）
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
提
出
期
間
及
び
宛
先

（三）

提
出
期
間

（１）

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
三
月
三
日
（
木
曜
日
）
午
後
五
時
ま
で
に

必
着
の
こ
と
。

宛
先

（２）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
〇
七
〇

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館
総
務
担
当

２

入
札
方
法

入
札
書
記
載
金
額
は
、
調
達
期
間
の
電
気
料
金
の
総
価
と
す
る
こ
と
。

（一）

落
札
者
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相

（二）
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額

を
切
り
捨
て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金

額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

３

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

４

入
札
の
無
効

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札

（一）

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）
封
書
の
表
面
に
「
徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
で
使
用
す
る
電
気
の
入
札
書
在
中
」
の
朱
書
が
な

く
、
入
札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
入
札

記
名
押
印
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
若
し
く
は
一
定
の
金

（四）
額
を
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札
又
は
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
し
た
入
札

鉛
筆
そ
の
他
容
易
に
改
ざ
ん
で
き
る
筆
記
具
で
作
成
し
た
も
の

（１）

金
額
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
以
外
で
記
載
し
、
又
は
訂
正
し
た
も
の

（２）

「
入
札
物
件
」
で
調
達
物
品
等
の
名
称
の
記
載
の
な
い
も
の
又
は
記
載
を
誤
っ
た
も
の

（３）



「
住
所
及
び
氏
名
」
の
記
載
を
誤
っ
た
も
の

（４）

使
用
の
印
鑑
を
誤
っ
た
も
の

（５）
同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
に
委
任
状
を
提
出
し
な
い
で
し
た
入
札

（七）

そ
の
他
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（八）
５

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
六
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
の
審
査
の
結
果
、
こ
の
公
告
及

び
入
札
説
明
書
等
に
示
し
た
調
達
物
品
等
を
調
達
で
き
る
と
認
め
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予
定
価
格

の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示
し
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。

落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
行
っ
た
者
が
二
者
以
上
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
当
該
入
札
者
に

く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
開
札
に
立
ち
会
わ
な
い
者
又
は
く

じ
を
引
か
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
本
件
入
札
執
行
事
務
に
関
係
の
な
い
職
員
に

く
じ
を
引
か
せ
、
落
札
者
を
決
定
す
る
。

６

契
約
書
作
成
の
要
否

要

７

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

８

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

八

そ
の
他

１

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
等
に
よ
る
。

２

本
件
特
定
調
達
契
約
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条

の
三
の
規
定
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
の
予
算
が
減
額
さ
れ
、
又
は
削
除
さ

れ
た
場
合
は
、
契
約
の
変
更
又
は
解
除
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徳
島
県
は
、

当
該
契
約
の
変
更
又
は
解
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
責
め
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る

。

九

S
u
m
m
a
r
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e
s
c
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i
p
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b
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c
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P
e
r
i
o
d
f
o
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徳
島
県
告
示
第
三
十
三
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
師
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

氏

名

診
療
科
目

診
断
す
る
障
害
の
種
類

従

事

す

る

医

療

機

関

指

定

年

月

日

名

称

所

在

地

原
田

貴
文

循
環
器
内
科

心
臓
機
能
障
害

徳
島
県
立
中
央
病
院

徳
島
市
蔵
本
町
一
丁
目
一
〇-

三

令
和
四
年
一
月
一
日

飯
間

努

同

同

同

同

同

塩
﨑

啓
登

泌
尿
器
科

じ
ん
臓
機
能
障
害

同

同

同

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障
害

和
田

佑
馬

外
科

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障
害

徳
島
大
学
病
院

同

蔵
本
町
二
丁
目
五
〇
番
地
の
一

同

良
元

俊
昭

同

ぼ
う
こ
う
又
は
直
腸
機
能
障
害

同

同

同

小
腸
機
能
障
害

肝
臓
機
能
障
害

新
居

英
二

内
科

肢
体
不
自
由

阿
波
病
院

阿
波
市
市
場
町
市
場
字
岸
ノ
下
一
九
〇
番
地
一

同

渡
邊

典
子

小
児
科

同

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

吉
野
川
市
鴨
島
町
敷
地
一
三
五
四
番
地

同

機
構
徳
島
病
院

竹
田

勝
則

内
科

同

協
立
病
院

徳
島
市
八
万
町
橋
本
九
二
番
地
の
一

同



徳
島
県
告
示
第
三
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
す
る
件
（
令
和
三
年
徳
島
県
告
示
第
三

百
六
十
号
及
び
令
和
三
年
徳
島
県
告
示
第
五
百
六
号
）
で
公
示
し
た
も
の
の
ほ
か
、
令
和
三
年
度
狩
猟
免

許
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

試
験
の
日
時

令
和
四
年
二
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら

二

試
験
の
場
所

名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
一
六
六
〇

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

三

狩
猟
免
許
申
請
書
の
提
出
期
間

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
二
月
四
日
（
金
曜
日
）
ま
で

四

狩
猟
免
許
申
請
書
の
提
出
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一

徳
島
県
農
林
水
産
部
鳥
獣
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
造
課



徳
島
県
告
示
第
三
十
五
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
の
二

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
一
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件

に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

法
第
百
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業

あ
わ
び
（
と
こ
ぶ
し
を
含
む
。
）
を
と
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

水
域

被
共
済
者

あ
わ
び
阿
南
加
入
区

共
第
七
十
二
号
、
共
第
七
十
七
号
、
共
第
七
十
九
号

阿
南
漁
業
協
同
組
合

、
共
第
八
十
一
号
、
共
第
八
十
四
号
、
共
第
八
十
六

号
、
共
第
八
十
八
号
、
共
第
九
十
号
、
共
第
九
十
二

号
、
共
第
九
十
三
号
、
共
第
九
十
五
号
、
共
第
百
十

七
号
、
共
第
百
十
八
号
、
共
第
百
六
十
二
号
及
び
共

第
百
六
十
三
号
漁
業
権
の
漁
場
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
三
十
六
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

小
松
島
加
入
区

小
松
島
漁
業
協
同
組

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総

合
の
地
区

ト
ン
数
が
二
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）
、
主
と
し
て
刺
網
を
使
用

し
て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン

未
満
の
も
の
）
又
は
小
型
定
置
漁
業



徳
島
県
告
示
第
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
四
年
一
月
二
十
一
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

海
部
郡
海
陽
町
平
井
字
保
勢
一
一
二
の
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅


	415定期目次
	告示31（文化・未来創造課）
	告示32（文化の森振興センター）
	告示33（障がい福祉課）
	告示34（鳥獣対策・ふるさと創造課）
	告示35（水産振興課）
	告示36（水産振興課）
	告示37（森林整備課）

